
 アメリカの労働運動といっても、日本ではあまりなじみがない人が大半でしょう。時折、耳にするニュースといえ

ば、日米貿易摩擦に関連して日本に対する圧力団体として登場するくらいです。しかし、アメリカには、企業と厳し

く対峙し、労働者の権利を守り、拡張していこうとする運動が存在しています。1990年代後半からは、組織化を推進

するために、労働組合の資金の多くを投入するとともに、組織化の対象となる企業の背後の資本や関係企業、政府な

どに圧力をかける運動形態、いわゆるコーポレート・キャンペーンが採用され、数千、数万の労働者が一挙に組織化

されるという成果が報告されるようになってきています。大阪市立大学大学院創造都市研究科都市共生社会研究分野

では、このコーポレート・キャンペーンの第一人者のひとり、UNITE-HEREの副委員長であるLee Striebさんをお招き

して、以下のようなシンポジウムを開催することにしました。シンポジウムは、逐次通訳つきで行います。お忙しい

とは思いますが、ぜひご参加下さい。 

★日時 

 2012年3月30日（金）午後6時30分～9時  

★場所 

 大阪市立大学大学院 梅田サテライト108教室 
 大阪駅前第2ビル6階：JR北新地駅真上 

★基調報告 
 Lee Strieb  
      International Vice President, UNITE-HERE 
★司会 

 柏木 宏 
     大阪市立大学大学院 教授  

…………………………………… 

参加無料、予約は不要。どなたでもご参加いただけます。 

お問い合わせ： 
E-mail: info@co-existing.com 

   

アメリカの労働運動の最前線アメリカの労働運動の最前線  

大阪市立大学大学院 

創造都市研究科 

都市共生社会研究分野 

 

UNITE-HEREとは？ 
 

2004年に、UNITE (Union of Nedlet-

rades, Industrial, and Textile Employ-

ees)とHERE(Hotel Employees and Res-

taurant Employees Union)が合併して設

立された労働組合。UNITEは、1900年

創設のILGWU (International Ladies’ Gar-

ment Workers Union)、HEREは、1891年

創立のHotel  Employees  and  Restaurant 

Employees International Unionが起源。現

在、アメリカとカナダに、繊維関係や

ホテル・レストラン、カジノ、フード

サービスなどの労働者、26万5000人に

組合員をもつ。UNITEの前身のひとつ

ACTWUは、1980年に17年間にわたる

闘争の末、反組合企業といわれた、JP 

Stevensを組織化に成功したことでも知

られている。 

シンポジウム 

都市共生社会研究分野とは？ 
 
 大阪市立大学大学院創造都市研究科は、2003年4月に大阪の梅田で開設された社会人向けの大学院です。都市共生社会研究分野に

は、「NPOをツールに共生社会の実現を目指す実践家」が集っています。よりよい人間社会づくりのために実践的な活動にも関わり、

活動の効果や影響、手法などについて教育研究を展開することを目指しています。詳しくは、以下のサイトをご覧ください。 

▼ http://www.co-existing.com ▲ 


